
■調査方法
インターネット上での選択式アンケート

■対象者
カードローンで借入を経験したことがある方

■調査時期
2022年12月21日〜2022年12月23日

■サンプル数
420(男性：309・女性：111)



年齢層が高くなるにつれて借入経験が多い

15~19歳が最も少なく「0.7%」
60歳以上が最も多く「28.1%」でした。
50歳以上のみで半数以上を占めるということになります。

Q.あなたの職業を教えてください

多くの職業の中でも「会社員だけで半数近く」という結果になりました。

20代以上の中でも会社員は多数の部類に入るので、必然的な結果と言えるでしょう。



カードローンは金利の安さで選ぶ方が半数以上

「金利の低さ」が最も多い割合で半数以上。

2番目が僅差でしたが「信頼感の有無」、次に「融資までのスピード」でした。

ほとんどの方が1位~3位の選び方を基準にしていることがわかりました。

借入をした金融機関は「銀行カードローン」最も多い

最も多いのが「銀行カードローン」、次に「クレジットカード会社など」で借入を経験しているという

結果に。



信頼性を重視している方が多いことから、銀行カードローンで借入していた方が多いのは納得の

結果になりました。

回答者の借入理由について

最も多い借入理由は「生活費」で29%。
その他「趣味や娯楽」「クレジットカードの支払い」などを合わせると60%という結果に。

その他を除くと8割以上の方が一般的にかかる費用が足りずに借入しているという結果になりま
した。



借入総額は7割近い方が50万円以内という結果に

10万円以下という結果が半数近く、11万円~50万円以下を含めると7割以上という結果になりまし
た。

生活費などを含む、一般的にかかる費用が足りなくなって借入する方が多いという結果から、10
万円以下の借入割合が多いのは必然と言えるでしょう。

Q.借入は家族や転勤先にバレましたか？

隠していない人が最も多く47.4%、最終的にバレていない人が43.3%という結果に。



隠している人・隠していなかった人が半分ずつに割れたのは興味深いアンケート結果と言えるで

しょう。

融資は3時間以内で完了した方が半数

当日中に融資が完了した方は8割以上、3時間以内が半数という結果になりました。

大半の方は当日中に借入をすることがアンケート結果から確認できます。

Q.また借入したいと思いますか？

利用したい人・したくない人の差は数%という結果でした。



以上、「カードローンの利用者アンケート」 でした。
アンケート内容に関してのお問い合わせは弊社にお願いいたします。


